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4. 研究課題の概要 

浮世絵専門のイメージ・データベースとして、世界を代表するものにアート・リサーチセンターの浮世絵データベ

ースと Japanese Woodblock Print Search がある。データベースシステム開発のキーマン二人と、浮世絵専門研

究者による新たな研究データベースを開発する。研究データベースは、カラログレゾネの日常的な蓄積を可能

とする応用的な展開を目指すもので、これによって、具体的には Roger Keyes 北斎カタログ（未刊行）のデータ

ベース化を実現し、その上で、大英博物館での北斎展に結びつける。 

5. 研究成果の概要  

１， ＡＲＣ浮世絵ＤＢがポータルデータベース機能を持つたため、外部の画像公開データベースの取り込を開

始した。 

２， ARC 浮世絵データベース・メタデータ蓄積を大量に蓄積した。 

３， 関連データベース・オンライン資料の作成を実施した。 

４， ARC 浮世絵データベースのシステム改訂を行った 

５， ARC 浮世絵 DB によるカタログレゾネを具体的な事例を作成した。 

６， 大英博物館でのＬａｔｅ Hokusai 展に向けたワークショップ、ならびにその基盤データとなるロジャーキーズ

カタログの公開に向けたデジタル化（ＰＤＦ／ＪＰＧ）作業を開始した。 

７，ロジャーキーズカタログを元にした、北斎カタログレゾネをＡＲＣ浮世絵ＤＢ上に構築するサンプル入力を行

った。 
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